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（１）調査の目的 

   義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から，全国的な児童生徒の学力や

学習状況を把握・分析し，教育施策の成果と課題を検証し，その改善を図るとともに，

学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。さらに，

そのような取組を通じて，教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

 

（２）調査の対象とする児童生徒 

 【小学校調査】 

小学校第６学年，義務教育学校前期課程第６学年，特別支援学校小学部第６学年 

【中学校調査】 

中学校第３学年，義務教育学校後期課程第３学年， 

中等教育学校前期課程第３学年，特別支援学校中学部第３学年 
 

（３）調査事項及び手法 

① 児童生徒に対する調査 

ア  教科に関する調査〔国語，算数・数学〕 

国語，算数・数学はそれぞれ次の(ｱ)と(ｲ)を一体的に出題。 

(ｱ) 身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や，実

生活において不可欠であり常に活用できるようになっていることが望ま

しい知識・技能等 

(ｲ) 知識・技能を実生活の様々な場面に活用する力や，様々な課題解決のため

の構想を立て実践し評価・改善する力等 

     ※調査問題は学習指導要領（小学校調査においては平成 29 年告示，中学校調査においては平成

20年告示）に示された目標及び内容等に基づいて作成。 

イ  質問紙調査 

学習意欲，学習方法，学習環境，生活の諸側面等に関する質問紙調査を実施。 

本年度の主な調査項目は以下のとおり。 

・挑戦心，達成感，規範意識，自己有用感等 

・ICT を活用した学習状況 

・主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況 

・学習に対する興味・関心や授業の理解度等 

・新型コロナウイルス感染症の影響 

 

  ② 学校に対する質問紙調査 

学校における指導方法に関する取組や学校における人的・物的な教育条件の整備

の状況等に関する質問紙調査を実施。 

本年度の主な調査項目は以下のとおり。 

      ・生徒指導等 

      ・学校運営に関する状況／教職員の資質向上に関する状況 

      ・主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況 

・ICT を活用した学習状況 

      ・各教科の指導方法 

      ・新型コロナウイルス感染症の影響 

      

※調査項目は毎年度文部科学省において決定。 

※全国学力・学習状況調査の開始当初（平成 19 年度）と比べて質問紙調査の質問項目数が増加し，

平成 30 年度より，毎年調査する項目と数年おきに調査する項目を分別し，質問項目数を選定。 
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（４）調査の方式 

   悉皆調査 

 

（５）調査日時  

令和３年５月 27日（木） 

   

【小学校調査】             

１時限目 ２時限目  

国語（45 分） 算数（45 分） 
児童質問紙 

（20～40 分程度） 

 

【中学校調査】 
１時限目 ２時限目  

国語（50 分） 数学（50 分） 
生徒質問紙 

（20～45 分程度） 

 

※児童生徒質問紙調査は，一部の国立大学附属学校において，PC・タブレット等の端末を

活用したオンラインによる回答方式で実施。なお，オンラインによる回答方式で実施

する場合，ネットワーク等の状況を考慮し，５月 27 日～６月 10 日の期間中における

回答を５月 27 日に実施した調査の結果として集計している。 
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（６）集計児童生徒・学校数 

① 集計基準

児童生徒に対する調査について，令和３年５月 27 日に実施された教科に関する

調査及び質問紙調査の結果を集計。学校に対する質問紙調査については，在籍する 

児童生徒が調査を実施した学校の結果を集計。 

② 集計児童生徒数

（小学校第６学年，義務教育学校前期課程第６学年，特別支援学校小学部第６学年） 

調査対象児童数※1 5月27日に調査を実施した

児童数※2

【参考】 

5月27日～6月30日に調査

を実施した児童数 

公立 1,040,907人 994,101人 1,009,674人 

国立 6,393人 4,932人 6,308人 

私立 13,071人 6,567人 6,911人 

合計 1,060,371人 1,005,600人 1,022,893人 

（中学校第３学年，義務教育学校後期課程第３学年， 

中等教育学校前期課程第３学年，特別支援学校中学部第３学年） 

調査対象生徒数※1 5月27日に調査を実施した

生徒数※2

【参考】 

5月27日～6月30日に調査

を実施した生徒数 

公立 989,824人 903,253人 919,949人 

国立 10,146人 7,616人 9,851人 

私立 81,250人 22,126人 26,261人 

合計 1,081,220人 932,995人 956,061人 

※1 調査対象児童生徒数について，公立・国立は，調査実施前に学校から申告された児童生徒

数，私立は，令和２年度学校基本調査による。調査当日までの転入出等により増減の可能

性がある。 

※2 調査を実施した児童生徒数は，回収した解答用紙が最も多かった教科の解答用紙の枚数で

算出。 
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③ 集計学校数 

（小学校，義務教育学校前期課程，特別支援学校小学部） 

 

調査対象者の

在籍する学校

数 

5月27日に調査を 

実施した学校数 

（実施率％） 

【参考】 

5月28日～6月30日

に調査を実施し

た学校数 

【参考】 

5月27日～6月30日に

調査を実施した学校

数（実施率％） 

公立 18,965校 
18,857校 

（99.4％） 
82校 

18,939校 

（99.9％） 

国立 75校 
61校 

（81.3％） 
14校 

75校 

（100.0％） 

私立 240校 
120校 

（50.0％） 
7校 

127校 

（52.9％） 

合計 19,280校 
19,038校 

（98.7％） 
103校 

19,141校 

（99.3％） 

 

 

（中学校，義務教育学校後期課程，中等教育学校前期課程，特別支援学校中学部） 

 

調査対象者の

在籍する学校

数 

5月27日に調査を 

実施した学校数 

（実施率％） 

【参考】 

5月28日～6月30日

に調査を実施し

た学校数 

【参考】 

5月27日～6月30日に

調査を実施した学校

数（実施率％） 

公立 9,475校 
9,320校 

（98.4％） 
130校 

9,450校 

（99.7％） 

国立 80校 
63校 

（78.8％） 
17校 

80校 

（100.0％） 

私立 761校 
297校 

（39.0％） 
37校 

334校 

（43.9％） 

合計 10,316校 
9,680校 

（93.8％） 
184校 

9,864校 

（95.6％） 
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（７）調査結果の解釈等に関する留意事項 

本調査は，幅広く児童生徒の学力や学習状況等を把握することなどを目的として実

施しているが，実施教科が特定の教科のみであることや，必ずしも学習指導要領全体

を網羅するものではないことなどから，本調査の結果については，児童生徒が身に付

けるべき学力の特定の一部分であること，学校における教育活動の一側面に過ぎない

ことに留意することが必要である。 

本調査の結果においては，国語，算数・数学ごとの平均正答数，平均正答率等の数値

を示しているが，平均正答数，平均正答率のみならず，中央値，標準偏差等の数値や分

布の状況を表すグラフの形状など他の情報と合わせて総合的に結果を分析，評価する

ことが必要である。また，個々の問題や領域等に着目して学習指導上の課題を把握・分

析し，児童生徒一人一人の学習改善や学習意欲の向上につなげることも重要である。  
 

＜用語説明＞  
語 句  説       明 

平均正答数   児童生徒の正答数の平均。 

平均正答率 平均正答数を百分率で表示。 
○国語，算数・数学ごとの平均正答率は，それぞれの平均正答数を設

問数で割った値の百分率（概数）。 
○学習指導要領の領域，評価の観点，問題形式，問題ごとの平均正答

率は，それぞれの正答児童生徒数を全体の児童生徒数で割った値の

百分率。 

中央値 集団のデータを大きさの順に並べた時に真ん中に位置する値。 
平均値とともに集団における代表値として捉えられる。 

最頻値 集団のデータにおいて，最も多く現れる値。 

標準偏差 集団のデータの平均値からの離れ具合（散らばりの度合い）を表す数

値。標準偏差が０とは，ばらつきがない（データの値が全て同じ）こ

とを意味する。 

相関係数 二つの変数間の関係の程度を一つの数値で表す指標。相関係数は， 

－１から１までの範囲の値をとり，１に近いほど正の相関，－１に近 

いほど負の相関が強いことを表す。 

解答類型 各問題についての正答，予想される解答などの解答状況を分類し整理

したもの。 

 

 


